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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ニ
ュ
ー
ス
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
創
刊
号
か

ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
閲
覧

で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
編
集
原
版
を
載
せ
て
い
る
の

で
、
写
真
は
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い 

 
 

           

今
日
を
忘
れ
ず 

福
祉
に
生
か
す 

 

高
校
生
の
時
、
図
書
室
で
深

澤
村
長
の
小
説
を
た
ま
た
ま
読

ん
で
沢
内
村
の
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
岩
手
で
福
祉

に 

 

 

深
澤
晟
雄
の
会
ニ
ュ
ー
ス
は

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
10
月

５
日
創
刊
以
来
６
年
、
今
号
で

第
70
号
を
数
え
ま
し
た
。 

ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号
で
は
、

旧
看
護
婦
宿
舎
を
資
料
館
に

と
町
当
局
に
要
望
書
を
提
出

し
た
こ
と
。
資
料
収
集
に
町

民
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
等

町
民
と
と
も
に
資
料
館
づ
く

り
を
進
め
る
中
心
に
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
創
刊
号
２
面
で
は

同
年
９
月
19
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
放
映
の
「
そ
の
時
歴
史
が

動
い
た
」
の
全
国
的
な
大
反 

響
を
特
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
「
深
澤
語
録
」
を
連
載
、

深
澤
生
命
行
政
と
そ
の
理
念

を
発
信
し
続
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
資
料
館
入
館
者
の
感
想
を

紙
面
で
交
流
、
入
館
者
の
声
が

そ
の
ま
ま
深
澤
精
神
の
発
信

源
と
も
な
り
ま
し
た
。 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

 

ニ
ュ
ー
ス
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
が
欲
し
い
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。
深
澤
晟
雄
の
会
の 

 

左
は
平
成
19
年
10
月
５
日
発

行
の
創
刊
号
１
面 

た
だ
け
ま
す
。 

ま
た
、
町
外
の
賛
助
会
員
に

は
発
行
日
前
後
に
編
集
原
版
を

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
で
送
信
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
資
料
館

に
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。 

    
 

    

    に
関
わ
っ
て
い
く
の
で
、
今
日

見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
忘

れ
ず
に
い
た
い
で
す
。
今
日
来

て
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
八
幡
平
市
・
藤
嶋
瑞
穂
様 

～
写
真
中
央
～
） 

 

深澤精神 発信続けて ７０号 

  

福
島
県
郡
山
市 

 
 

 
 

鈴 

木 
 
 

元 

様 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市  

高 

田 
 
 

健 

様 

金
一
封 

に
感
謝 

９月２８日来館の八幡平市・藤嶋三姉妹 

資料館の 

感想ノートから 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～



 

 

 

西和賀町観光協会 「あったか日記」 

2008 年 11 月 24 日 

徳島の女性が涙した理由  

 

 

 

 

 

 

本日、午前に観光案内所を訪れた女性は、遠慮がちに尋ねました。「深澤晟雄資料館は

どこですか」ということでした。「沢内病院の向かい側に建っていますよ」と説明すると、

その女性は目を赤くしました。「どちらからですか」と聞いてみると 「徳島県から来まし

た」 といって大粒の涙を流しました。何か悪いことを聞いてしまったような感じがしまし

た。その女性はＮＨＫで放送されたことに、たいへん感銘を受け、この町に来てみること

にしたそうです。その願いがようやく叶って思わず涙があふれ出たのでしょう。私も目頭

が熱くなりました。そして、その女性はハンカチで顔を覆い、何回も会釈して出ていきま

した。あの女性は資料館に入り、ＮＨＫの録画を観賞して泣き崩れたに違いありません。 

遠くからお越しいただきありがたいことです。 
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インタ―ネットの 

ブログから 

西
和
賀
観
光
協
会
の
ブ
ロ
グ
「
あ
っ
た
か
日
記
」
に

深
澤
晟
雄
資
料
館
が
登
場
し
た
の
は
、
今
か
ら
５
年
前

で
し
た
。
当
時
は
カ
ラ
ー
の
挿
し
絵
も
添
え
ら
れ
て
、

文
字
通
り
見
る
人
の
心
を
温
か
く
誘
っ
て
い
ま
し
た
。 

資
料
館
の
オ
ー
プ
ン
は
平
成
20
年
10
月
19
日
。
そ

の
１
カ
月
後
に
「
徳
島
の
女
性
が
涙
し
た
理
由
」
と
題

し
て
資
料
館
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
ブ
ロ
グ
を

そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
ブ
ロ
グ
担
当
者
と
思
い
を
重
ね
て

そ
の
日
の
資
料
館
日
誌
も
開
い
て
み
ま
し
た
。 

資
料
館
日
誌
か
ら 

 

当
時
の
資
料
館
日
誌
に
も
11
月

24
日
に
徳
島
か
ら
来
館
し
た
記
録

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

徳
島
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
夫
婦
２

人
連
れ
の
来
館
。
千
円
を
募
金
。

ビ
デ
オ
「
い
の
ち
燃
え
尽
き
る
と

も
」
を
鑑
賞
し
て
帰
る
。
54
分
の

長
編
ビ
デ
オ
を
最
後
ま
で
じ
っ
く

り
と
鑑
賞
す
る
姿
に
感
動
！ 

当
時
は
入
館
料
な
し
で
法
人
役

員
で
開
館
し
て
い
ま
し
た
。
資
料
館

オ
ー
プ
ン
１
カ
月
後
に
徳
島
県
か
ら

車
で
来
訪
し
、
資
料
館
で
た
っ
ぷ
り

時
間
を
と
っ
て
、
募
金
ま
で
し
て
く

れ
ま
し
た
。
資
料
館
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
、
激
励
し
て
く
れ
た
も
の
と
今
で

も
感
謝
の
気
持
ち
で
思
い
出
し
ま
す
。 

ブ
ロ
グ
で
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ビ
デ

オ
「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
」
は
す

で
に
観
て
い
る
の
で
、
当
日
希
望
し

た
の
は
「
い
の
ち
燃
え
尽
き
る
と
も
」

の
Ｉ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
制
作
の
ド
ラ
マ
・

深
澤
村
長
物
語
で
す
。
主
役
の
深
澤

夫
妻
は
プ
ロ
で
す
が
、
そ
の
他
は
一

般
村
民
が
沢
内
言
葉
で
出
演
。
そ
れ

だ
け
に
迫
力
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 

徳島県から来訪 ５年前の記録 


